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音声応答システム用人出力装置
1nput and Output Devices for Voice Response SYStem

音声応答システムは,押Lボタンダイヤル電話機(プッシュホン)と公衆電話網を

利用し,データはプッシュホンから入力し,処j翌結果は音声でJ-H力する安価で便し､

やすい通信システムである｡このような音声応答システムが普及するに伴い,更に

使いやすく,運用経費の少ない音声応答システムが要求されている｡日立製作所で

は,これらの要求にこたえるため,回転ダイヤル電話機からもデ【タの入力ができ

る押しボタンアタッチメント,データ入力時問を約÷に知縮できるメモリ付押しボ

タンアタッチメントを開発した｡また,処理結果をファクシミリに出力するファク

シミリ応答装置も開発Lた｡

これら入出力装置を付加することにより,音声応答システムは,イ女価で更に使い

やすいものとなった｡本稿は,新たに開発,実用化した音声応答システム用入出プJ

装置について概説する｡

l】 緒 言

音声応答システムの最大の特長は,安価かつ簡易で谷易に

使える人間とコンピュータとのマンマシンインタフェースを

提供できることにある｡この特長は,公衆電話通信網を利用

し,情報の入力はプ､ソシュホンのボタン操作,応答州力は人間

に最も親しみやすい音声で行なうことにより実現されている｡

この音声応答システムの効用が評価され普及するに伴い,

プッシュホンのほかに回転ダイヤル電話機が使用でき,デー

タ入力時間が短〈,ハ【ドコピーのとれるシステムの要求が

高まりつつある｡これらの要求が出現してきた背景には,プ

ッシュホンの普及率が低いこと,及び77クシミリが急速に

普及しつつあるという周囲環境が存在する｡

これらの要求にこたえるため,回転ダイヤル電話機からも

データを入力できる押しボタンアタッチメント,デⅥタ入力

時間を約竜一に短縮できるメモリ付才甲しボタンアタッチメント

を開発した｡また,処理一結果をファクシミリに出力できるフ

ァクシミリ応答装置を開発し,実用化した｡これらの入と11力

装置の実現によ-),音声応答システムの利用範囲は一段と拡

張された｡

この論文では,上述の音声応答システム用人出力装置につ

いて,その概要を述べる｡

臣l ユーザーニーズと実現手段

音声応答システムの入出力に関するユーザーニーズと実現

手段を区11に示す｡いずれのニーズも音声応答システムの有

効利用と維持費の低i戒にある｡これらのニーズを実現させる

ための手段には,従来の音声応答システムの特長である経済

件を損なうことなく,容易に追加できることが基本的な条件

として課せられている｡

2.1 押しボタンアタッチメント

音声応答システムを利用するために,既設の回転ダイヤル

電話機をプッシュホンに取り替える方法が普通才采られている｡

この場合には,運用費が増加するほか,永年使い慣れている

電話番号が変更になる場合が多い｡押しボタンアタッチメン

トは,公衆電話機も端末として利用できる携帯構造とした｡

押しボタンアタッチメントは,プッシュホンの普及率が低い
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(昭和55年度末全国平均で約9%)ため,回転ダイヤル電話機

も端末として利用したいというニーズにこたえて開発したも

のである｡

2.2 メモリ付押しボタンアタッチメント

メモリ付押しボタンアタッチメントの主なニーズは,通話

時間すなわち通話料金の低音成にある｡近年,急速に発展しつ

つある音声応答によるオーダエントリシステムでは,1通話

内に送信する入力情報は1,000桁にも及ぶ場合がある｡この

ような多量のデータを人力するためには,約10分程度の時間

を要し,このほかボタン操作誤りによる再入力を考えれば,

更に20%程度増力=する｡メモリ付押しボタンアタッチメント

ユーザーニーズ

回転ダイヤル

電話機の利用

周囲環境 ニーズ実現手段

〔 /｢
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●性能の向上
●運用経費の

節減 通 話 時 間
の 短 絹

記毒責の残る
応 答 出 力

プッシュホン

の低普及率

ファクシミリ

の急速な普及

メ モリ 付

押 Lボタン

アタッチメント

ファクシミリ
応 答装 置

区Il ユーザーニーズと実現手段 ユーザーニーズを周囲環境と関連

付けて整‡里L,実現手段と併せまとめた｡なお.実現手段とLての｢吾声認識

装置+は本号の別論文に詳しいので.二の論文では触れていない｡

*

日立製作所戸塚工場
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図2 押しボタンアタッチメント(DPC-11)の外観

ヤル電話機に結合した､状態を示す〔

600形回転ダイ

は,前述の押しボタンアタッチメント機能のほかに,1,000

文字を記憶するメモリをもっているため,通話開始前に入力

データを格納L,検証することが可能である｡これらのデー

タは,簡単なボタン操作で白動的に送信することができ,デ

ータ人力に要する通話時間は約÷に短縮できる｡

2.3 ファクシミリ応答装置

ファクシミリ応答装置は,急速に普及しつつあるファクシ

ミリを,より効率的に使用したいというニーズと,音声応答

システムに,記録の残る応答HりJ機能を付与したいとし､う二

【ズを結合して開発したものである｡後述するように,ファ

クシミリ応答装置は出力文面の編集機能をもっているため,

コンピュータから文面番号を指定するだけで,あらかじめ定

められた書式の帳票を出力することも可能である｡

表l押Lボタンアタッチメント(DPC-=,MPC-10)の基本性能

回転ダイヤル電話機からもデータ入力できるDPC-=,データ入力時間を約主に

短絹できるMPC-】0を実用化Lた..

製品名 押Lボタンアタッチメント メモリ付押しボタンアタッチ
項 目 ､＼＼ (DPC-】り メント (MPC-10)

送 出 周;度 数 フッシュホンにr司じ

送出音庄レベル 0.75～l.ON/m2

通 信 速 度 5扁/s
信号送出時間

メモリ容量

80±事5ms

な し l′000文字(可変語長)

データ ボタ ン l～9,0,キ,♯

制 御 ボ タ ン な L

手動:プッシュホンモード

の指定

訂正:書込みデータの訂正

仝 消:書込みデータの消去

書込:書込みモードの指定

▽:書込みデータの確認
(上位一下位)

△:書込みデータの確認
(下位一上位)

連送:メモリ内全データの

連続送出

分送:メモリ内l項目デー

タの送出

再分送:再送出の指定

復 唱:応答書声の再要求

改 行:改行の指定

表 示 機 能 な L 10桁(7夜晶表示)
適 用 電 話横 600形回転ダイヤル電話機

使 用 電 池 単3 4本(6V) 水毒艮電池MR50 4本(5.4V)

外形寸法

(音響結合部を除く) 幅82×奥行133×高さ26(mm) 幅80×奥行160×高さ26(mm)

メ モリ 保持 な し 電源晰時のメモリ保持機構あり
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田 押しボタンアタッチメント

押しボタンアタッチメント(日立製作所製一品名:DPC-11)

の農本性能を表1に,外観を図2に示す｡押しボタン操作に

より発信される多周波信号は,音響結合により電話機の送話

器を通して送出される｡この信号送信時間は,信号送出中の

周岡雑音混入による信号誤り率を低減するため,ボタンを才甲

している時間に関係なく,一定時間(80±15ms)としている｡

他は基本的にプッシュホンと同じである｡

田 メモリ付押しボタンアタッチメント

メモり付押しボタンアタッチメント(日立製作所製品名:

MPC-10)は,押しボタンアタッチメントにデータ記憶(メモ

リ)機能とメモリ内容を確認するための表示器を付加したも

のである｡

農本性能を表1に,外観を図3に,概略構成を図4に示す｡

二のメモリ付押しボタンアタッチメントの特長は次に述べる

とおりである｡

(1)メモリへの書込みデータ長を可変語良とし,メモリ効率

をほぼ100%に近し､ものとしている｡

(2)｢改行+機能を設け,1項目のデータ長に制限を与えない

ようにLている｡

(3)電源スイッチを切断しても,メモリに書き込まれたデー

タは消一失しない〔,

…‾予

亀預
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ノ

図3 メモリ付押Lボタンアタッチメント(MPC-柑)の外観
メモリ及び表示機能をもつ押しボタンアタッチメントで,600形回転ダイヤル電

話機に結合Lた1犬態を示す.!
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図4 メモリ付押Lボタンアタッチメント(MPC-10)の構成図

メモリ付押Lボタンアタッチメントは.押しボタンアタッチメントにデータ記

憶(メモリ)機能とメモリ内容を確認するための表示機能を付加Lたものである｡



(4) メモリへデータを書き込む場′ナのメモリアドレスは,肖j軌

的に指延されるため,データを裡数【±jjに分側Lて書き込む場

′ナでも,媒作者はメモリアドレスを全く意識する必要がない｡

(5)送イ‾こi巾のデータが去ホ部に表示される｡ただし,連続速

了‾こ言モwドでは真心しない(,

(6)メモリに記憶したデータ項目の一部を送†7享Lたくない場†ナ

には,圏ボタンにより,什息の項目数鵬び越すことができる｡

表2 ファクシミリ応答装置の基本仕様 ファクシミリ応答装置は,

コンピュータからの処理結果をファクシミリに出力する装置である..

項 目

仕 様

対GII機 対Glll機

フ】適合ファクシミリ受信機
ア】有効画面幅

l

CCITT規格GIl,GI【l磯

A4サイズ(幅188mmニく長さ280mm)
ク

シ

り

対

応

仕

様

l電 送 時 間 約3分 約22秒又は約44秒

伝 送 速 度 搬送周波数2′100Hz
9′600ビット/秒,7ノ200ビット/秒

4′800ビット/秒,2′400ビット/砂

主 走 査 線 密 度 横方向8トソト/mm

縦方向3･85本/mm!縦方向7.7本/mm副 走 査 線 密 度

lライン処理時間

変調方式

i60ms 20ms

器…≡≡(約700～900文字)
,漢字,英字,数字.記号,

AM-PM-VSB

文

字

仕

様

文

Ⅰ司

出力文字サイズ及び

出力文字種顆

縦約5mmX横

縦約4mmX横

縦約3mmX横

文字種類の内容
平仮名,片仮名

図形及びこれらの組合せ

面フォーマット

時処理回線数

標準4種葉頁

最大8回線

増設単位2回線

網制御装置に接続電話回線との接続

帯域圧縮方式 †(モテノ誓若君号さ梵方式)
)主:略語説明 CCITT(国際電信電話諮問委昌会)

VSB〔VestlglalSLde Band(残留側帯濾)〕

ファクシミリ応答制御部

[
上
位
コ
ン
ピ
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ー
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ヘ

イ
ン
タ
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ェ
ー
ス
部

H+

タ部】
モ
ー

テ
メ

文面パターン

メ モリ 部
≡訂
メモリ 部

主 制 御 部

キャラクタ

メモリ 部

+

口 .0回線

音声応答システム用人出力装置 823

(7)あらかじめメモリに格納されたデータは,画ボタン操作

及び画ボタン操作により,表示部で客観に確認できる｡

(8)音響結fナ部と電話機の送話器を密着固定する固定バント

を設け,送話器から同国雑書がi昆入しにくい構造としている

(図3参照)(つ

(9)取っ手を付け,片手で送′受話器と一緒に持てる構造となっ

ている｡】二のため,公衆電話機の利用が容易である(図3参照)【｡

日 ファクシミリ応答装置

5.1 基本性能

ファクシミリ応答装置の堪本仕様を表2に示す｡ファクシ

ミリ応答装荷は,匡Ⅰ際規格CCITT(国際電イ言電話諮問委テ王台)

勧告GII,GIIIに準拠する中速,高速のファクシミリに対し,

上位コンピュータから′受け取った文字列をファクシミリイ言号

に変検し,出力する装置である｡

5.2 構 成

フ7クシミリ応答装置のプロ､ソク構成を図5に示す｡ファ

クシミリ応答装置は,_L位コンピュータからの文字データを

‾文面に編集し,8回線に分配するファクシミリ応答制御部と,

それをファクシミリ仁号に変擁するファクシミリ応答部から

構成される｡今回開発したファクシミリ応答装吊の特徴は,

文何編集†ナ成方J℃を付与Lたことである｡

5.3 文面編集方式

文面舶駐プ了式には,白山形式と合成カー式があり,原理を図

6にホす｡

(1)肖Itl形式

日由形式は,r二位コンピュータから1文血分の文字データ

を1‾史子ごと′受イ‾さ言し,′受信したデータを基に文字メモリから

＼丈くi二を読みHlし,フ7クシミリヘ画素情報を送出する方式で

ある｡本方式の特徴は,任意の文面パタ【ンが出力できるノ丈

巾,卜位コンピュータからファクシミリ応答装置へのデ【タ

転送品が多いことである｡

ファクシミリ応答部

画像処理部

+_

No.7回線

ラインバッファ

メ モリ 部

符号化部

(帯域圧縮)

中速モデム

ファクシミリ

制 御 部

ムデモ速
舌同

三可
部御制網

+

卜十

__+

図5 ファクシミリ応答装置のブロック構成図 ファクシミリ応答制御部は.8回線に相当するl台のファクシミリ応答部を処理できる｡
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上位コンピュータ

(SP) 品(SP)名(SP)削SP)量(LF)

(SP)1(SP) ショクパン(SP)2ケース(LF)

(SP)2(SP)マロンケーキ(SP)4ケース(LF)

(SP)3(SP)パターロール(SP)3ケース(LF)

文 字
データ

文 字
データ

(a)自由形式

上位コンピュータ

(b)合成方式

ファクシミリ応答装置

文字才苦り

ア イ ウ オ 力

読 出 し

ファクシミリ応答装置

文字メ輩､リ､

ア イ ウ オ 力

編集･合成

メ′

品 名

0〔〕Cこ=つ
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情報
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注:略語説明

SP(スペースコード)
+F(改行)

図6 文面編集の原理図 今回開発Lたファクシミリ応答装置は,自由形式及び合成方式の両方式をサポートLている

(2)合成方式

合成方式は,上位コンビュ【タから文向パターン番号,及

び可変データを受イ言し,√受イ言したデータを港に文面パターン

メモリから文面パタ【ンを,文子ニメモリから文てこをそれぞれ

読み出して編集,合成し,ファクシミリへ画素情報を送rIlす

る方式である｡A4判1校分(約700文下村度)を出プJする場

カ)ヒタチ セイサクレョトツカコウジョウ 接

振 込 の こ 藁 内

ホンテン 当座123ヰ5

O15

016

017

81.86.02

日立党行連絡センター

¥123,456,789,000 他手 05.31(05.30)

カ)ヒタチ ゾウハツ

ハト フクオカ

苧870,080

カ)サッポロ カカク
ダイトウシンキンサッポロ

¥るア6､543.000

カ)ヤマイチ ショウテン

ミツヨシ ニホン/1シ

86.82

06.02

合 計 苧124.334.202,080(01卜017)

図7 ファクシミリ応答装置による出力例 ファクシミリ応答装置

からファクシミリ受信機(HF343×)へ送信したデータの出力例を示す〕
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でナ,木方式のデ【タ転送量は,自由形式のデータ転送量に比

較L,平均的÷であることが試験で確認されている｡

今回開発したファクシミリ応答装置は,自由形式及び合成

方式の両方式をサポートしている｡このため,任意の文耐パ

タ”ンを出力する場合は自由形式で編集.し,定型化している

文面パターンを川力する場合は合成方式で編集することがで

きる｡

銀行業務での振込帳票の出力例を図7にホす｡

田 結 言

以上,音声応答システムの利用範囲及び機能を拡大するた

めに開発した入山力装置について述べた｡

二のような人出力装置は,銀行の振込連絡システム,オー

ダエントリシステムや椎々のハードコピーを必要とする情報

検索システムに利用できる｡更に,ファクシミリの普及及び

データ通信の発達,大衆化につれて,ますます必要性と重要

性を高めていく ものと期待される｡今後は,安価で簡便に利

用できるという音声応答システムの特長を失うことなく,ユ

【サーのニーズにこたえていく考えである｡

終わりに,本開発に当たり,御指導と御協力をいただいた

多数の関係各位に対し,深謝する次第である｡
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